
第 142 回 JUNBA 理事会議事要旨 

 

1. 日時・場所 

日時：2019 年 6 月 11 日（火）13:00～15:30 

場所：日本学術振興会サンフランシスコ研究連絡センター 

 

2. 出席者 

【理事】名古屋大学（神山会長）、大阪大学（田谷理事）、九州大学（松尾理事）、 

    奈良先端科学技術大学院大学（三宅理事）、早稲田大学（會沢理事）、桜美林   

    大学（丸山理事） 

【事務局】JSPS（田宮事務局長、箕浦、渡邉、石村、宮田） 

【オブザーバー】鹿児島大学（江木様） 

 

3. 議事 

議事に先立ち、第 141 回理事会及び第 13 回総会議事要旨案を了承した。 

 

【 報告事項 】 

（1）JUNBA サミット 2020 賛助金について 

 事務局より、資料 2に基づき JUNBA 理事校からの賛助金収入について報告があった。ま

た、回答保留となっていた大阪大学からも 1000 ドルのご支援をいただける旨、田谷理事よ

り報告があった。なお、全参加者から一律に参加費を徴収するかどうか、及び参加費の額に

ついては、開催通知前までに事務局でシミュレーションのうえ決定することとした。 

 

 (2) JUNBA サミット 2020 講演者候補について 

 松尾理事より、東海岸からのファンドレイジング専門家の招へいは不可との報告があっ

た。また、6月 14 日（金）までに、會沢理事、丸山理事、松尾理事、三宅理事より、それ

ぞれの候補者を各理事及び事務局へ共有していただくこととなった。 

 

（3）JUNBA サミット 2020 担当別スケジュールについて 

 事務局より、各理事の担当スケジュールを記載した行程表について確認があり、スケジュ

ール内容は承認された。さらに、各理事校が行なう日米大学の調査は 6月末を期日とするこ

とを再確認し、次回理事会で内容を共有することで合意した。  

                                                            

 (4) JUNBA サミット 2020 日米大学調査中間報告 

 松尾理事、神山理事より、対企業に比べ同窓生・同窓会へのアプローチについて関心の高

い日本の大学が多いとの報告があった。 

 

（5）各拠点からの活動報告 

 會沢理事より、早稲田大学北米拠点オフィスの移転を中心に報告があった。 

                                                            

 (6) その他 

 事務局より、次回以降の理事会の日時及び場所について確認があった。 

 

                                       以上 


